
令和年月日 火曜日 (第号付録) 月目録官報目録
三
〇
六

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第

二
十
六
条
の
二
十
七
の
三
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
一
般
用

医
薬
品
等
の
一
部
を
改
正
す

る
件

七
178
五
五

三
〇
七

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第

二
十
六
条
の
二
十
七
の
三
第

四
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
一
般
用

医
薬
品
等

七
178
五
八

三
〇
八

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第

二
十
六
条
の
二
十
七
の
三
第

四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
日
を
廃
止
す

る
件

七
178
五
九

三
〇
九

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第

二
十
六
条
の
二
十
七
の
三
第

五
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
一
般
用

医
薬
品
等
を
廃
止
す
る
件

七
178
五
九

三
一
〇

使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基

準
）
等
の
一
部
を
改
正
す
る

告
示

一
二
180

一

三
一
一

療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並

び
に
療
担
基
準
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
示

事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る

件

一
二
180

四

三
一
二

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

病
院
の
病
棟
に
お
け
る
療
養

に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定

方
法
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が

別
に
定
め
る
者
の
一
部
を
改

正
す
る
件

一
二
180

七

三
一
三

熊
本
県
の
一
部
の
地
域
に
お

け
る
事
業
主
掛
金
及
び
企
業

型
年
金
加
入
者
掛
金
の
納
付

の
特
例

一
二
特39

二

三
一
四

熊
本
県
の
一
部
の
地
域
に
お

け
る
社
会
保
険
料
及
び
労
働

保
険
料
等
に
関
す
る
納
期
限

等
を
延
長
す
る
件

一
二
特39

二

三
一
五

確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行

令
第
六
十
七
条
第
三
項
の
規

定
に
基
づ
き
指
定
法
人
の
指

定
の
取
消
を
公
告
す
る
件

一
七

三

三
一
六

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及

び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政

令
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

る
も
の
と
さ
れ
た
公
的
年
金

制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性

の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政

令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃

止
前
の
厚
生
年
金
基
金
令
第

二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
指
定
法
人
の
指
定
の

取
消
を
公
告
す
る
件

一
七

三

三
一
七

国
民
年
金
基
金
令
第
二
十
条

第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
国

民
年
金
基
金
が
業
務
の
一
部

を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る

法
人
の
指
定
の
取
消
を
公
告

す
る
件

一
七

三

三
一
八

確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行

令
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
指
定
法
人
の
指

定
を
公
告
す
る
件

一
七

三

三
一
九

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及

び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政

令
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

る
も
の
と
さ
れ
た
公
的
年
金

制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性

の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政

令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃

止
前
の
厚
生
年
金
基
金
令
第

二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
指
定
法
人
の
指
定
を

公
告
す
る
件

一
七

三

三
二
〇

国
民
年
金
基
金
令
第
二
十
条

第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
同

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国

民
年
金
基
金
が
業
務
の
一
部

を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る

法
人
の
指
定
を
公
告
す
る
件

一
七

三

三
二
一

国
民
年
金
基
金
令
第
二
十
条

第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国

民
年
金
基
金
が
業
務
の
一
部

を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る

法
人
の
指
定
を
公
告
す
る
件

一
七

三

三
二
二

調
理
師
試
験
の
実
施
に
関
す

る
事
務
を
行
う
者
と
し
て
厚

生
労
働
大
臣
に
指
定
さ
れ
て

い
る
者
の
主
た
る
事
務
所
の

所
在
地
が
変
更
さ
れ
た
件

一
七
183

二

三
二
三

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
際
し

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た

市
町
村
の
区
域
に
お
け
る
国

民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
、

船
員
保
険
等
の
年
金
受
給
権

者
等
が
届
書
等
を
提
出
す
べ

き
日
を
延
長
す
る
件

一
七
特42

二

三
二
四

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の

権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る

た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律
第
三
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
同
条
第
一
項
の
特

定
権
利
利
益
に
係
る
期
間
の

延
長
に
関
し
当
該
延
長
後
の

満
了
日
を
令
和
九
年
一
月
二

十
七
日
と
す
る
措
置
を
指
定

す
る
件

一
七
特42

二

三
二
五

労
働
安
全
衛
生
法
及
び
作
業

環
境
測
定
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に

伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
告
示

の
整
備
等
に
関
す
る
告
示

二
一
187
一
二

三
二
六

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
四

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定

す
る
医
薬
品
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
四

二

三
二
七

医
薬
品
等
副
作
用
被
害
救
済

制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
医

薬
品
等
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
四

二

三
二
八

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
三

十
六
条
の
七
第
一
項
第
一
号

及
び
第
二
号
の
規
定
に
基
づ

き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す

る
第
一
類
医
薬
品
及
び
第
二

類
医
薬
品
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
八

二

三
二
九

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
第
二
百
十
六
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
が
指
定
す
る
医
薬

品
及
び
期
間
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
八

二

三
三
〇

特
定
保
険
医
療
材
料
及
び
そ

の
材
料
価
格
（
材
料
価
格
基

準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
一
193

三
三
一

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先

進
医
療
及
び
患
者
申
出
療
養

並
び
に
施
設
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
件

三
一
193

三
三
二

労
働
安
全
衛
生
規
則
第
五
百

七
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
物
及
び
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
濃
度
の
基
準

の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
一
193


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